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l〔ｍ〕

は反発力，反対方向のときは吸引力となる．

R0：合成抵+抗，R1，R2　～ 略 ～

 A. 静電気に関するクーロンの法則　    ■■

～ 略 ～　短絡する)とすると，12〔A〕が12〔Ω〕，

式(3･4)のベクトル量の和　～ 略 ～

～ 略 ～　表される．また，式(3･5)の差　～ 略 ～

～ 略 ～　電圧が e＝282√2sin(100πt＋150°)〔V〕

        Im
I＝―――　0.707Im
    √2
        Em
E＝―――　0.707Em
    √2

E＝　502＋402＋202　67.1

　問3･28　　2

　　　　　　　　  1                     1
ω0＝ ～ 略 ～ ＝―――――――＝―――――＝2×103
                              25×10-8     5×10-4

れば，各相電流をIab，Ibcは，

P1＝V12 I1 cos(30°－θ)＝　～ 略 ～　(6･6) 
P1＝V23 I3 cos(30°＋θ)＝　～ 略 ～　(6･7) 

d〔m〕

は吸引力，反対方向のときは反発力となる．

R0：合成抵抗，R1，R2　～ 略 ～　《「+」を削除》

《｢見出し」を削除》

～ 略 ～　短絡する)とすると，14〔A〕が12〔Ω〕，

式(3･5)のベクトル量の和　～ 略 ～

～ 略 ～　表される．また，式(3･6)の差　～ 略 ～

～ 略 ～　電圧が e＝282sin(100πt＋150°)〔V〕

        Im
I＝―――＝0.707Im
    √2
        Em
E＝―――＝0.707Em
    √2

E＝　502＋402＋202＝67.1〔V〕

　問3･28　　5

　　　　　　　　  1                     1
ω0＝ ～ 略 ～ ＝―――――――＝―――――＝2×104
                              25×10-10     5×10-5

れば，各相電流Iab，Ibcは，

　　　　　　　　　　　　下側の電力計のみ

　　　　　　　　　　　　W1からW2に変更

P1＝V12 I1 cos(30°＋θ)＝　～ 略 ～　(6･6) 
P2＝V23 I3 cos(30°－θ)＝　～ 略 ～　(6･7) 
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